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研究要旨 
令和 4 年度の「在宅テレワーカーの在宅勤務環境と身体症状の関連」に関する報告書の内容をもとに、
栃木県宇都宮市で開催された第 96 回日本産業衛生学会にて成果を発表た。さらに、Journal of 
Occupational Health に論文を投稿し受理された。一連の研究より、在宅テレワーカーにおいては、在
宅勤務環境の整備が不十分なほど（特に集中できる場、足元のスペース、温湿度、静けさ、通信環境、
気分転換の場）、身体症状を持つ者が多いことが示唆された。今後は、在宅勤務環境をどうやって整備
していくかについての検討が必要である。 

A. 研究目的 
令和 4 年度の本報告書にて、「在宅テレワーカ

ーの在宅勤務環境と身体症状の関連」というタイ
トルで報告を行った。その内容をもとに、令和 5
年 5 月に栃木県宇都宮市で開催された第 96 回日
本産業衛生学会にて、「在宅勤務者におけるテレ
ワーク環境と身体症状の関連：JACSIS2021」とい
うタイトルで口演発表を行った。また、同学会が
発行している英文の学術雑誌である Journal of 
Occupational Health に も 投 稿 を 行 い 、
「 Association between the telecommuting 
environment and somatic symptoms among 
teleworkers in Japan」というタイトルで採択され
た。本報告書ではその概要を報告する。 

論文に関する研究の目的は、在宅テレワーカー
を対象に、在宅勤務環境と身体症状の関連を明ら
かにすることとした。さらに、テレワークの実施
頻度別に層化した解析も行った。 
 
B. 研究方法 

 令和 4 年度の報告書を参照のこと。 
 
C. 研究結果・考察 

身体症状得点のいずれのカットオフ、テレワー
クのいずれの実施頻度においても、在宅勤務環境
の未充足が増えるほど身体症状ありの Prevalence 
Ratio（PR）が有意に高いという一貫した結果が認
められた。在宅勤務環境の各項目においては、「集
中して仕事ができる場所や部屋がある」「足元は、
足を伸ばせる広いスペースがある」「室内の温度
や湿度は快適である」「静かな環境である」「イン
ターネット回線などの通信環境が安定している」
「気分転換やリフレッシュできる場所や環境が
ある」の 6 項目において、充足に比べ未充足の方
が身体症状ありの PR は有意に高いという一貫し
た結果であった。 
 
D. 結論 

在宅テレワーカーにおいては、在宅勤務環境の
整備が不十分なほど（特に集中できる場、足元の



スペース、温湿度、静けさ、通信環境、気分転換
の場）、身体症状を持つ者が多いことが示唆され
た。今後は、在宅勤務環境をどうやって整備して
いくかについての検討が必要である。 
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